
車両システムの
シミュレーションと仮想化

分散化 ECUファンクションの開発とテストを ETAS COSYMで

複数の車両電子制御システムを一体化した自動運転の諸機能について、競争力ある価格と品質を維

持しながら速やかに本格生産へつなげるにはどうすればよいでしょうか。また、電気エンジンや燃

焼エンジン、バッテリ、触媒コンバータ、自動変速装置などで構成される複雑な駆動システムに最

適なデザインとは、いったいどのようなものでしょうか。

MiL/SiLや HiLの環境で、新しい機能を

シームレスに開発し、柔軟性のあるテス

トを行うには、仮想 ECUを生成できる

強力な環境や、モジュラー構造のシステ

ムモデルの統合と設定を行える高度な

ツールのほか、シミュレーションを行う

ための拡張性に富んだプラットフォーム

が必要です。

ETAS COSYM

COSYMを使用すれば、ネットワーク

に接続した組み込みシステムのテストと

検証を仮想環境で効率的に行え、さら

に新しいソフトウェアテクノロジーを

基礎とするオープンなシミュレーショ

ンプラットフォームを利用することが

できます（図を参照）。中核機能として

は、ECUネットワークの状態に注目し

ながら包括的なMiL/SiL/HiL（XiL）シス

テムテストが実行でき、さらに、システ

ムとソフトウェアの開発工程における最

新の「継続的インテグレーション」（CI: 

Continuous Integration）のためのプ

ラットフォームも提供します。

COSYMには、以下の処理を行うための

ツールが付属しています。
■■ プラントモデルや ECUファンクショ

ン、「レストバス」モデル（当該ノー

ド以外の部分をシミュレートするモデ

ル）、信号接続情報などをインポート

し、システムモデルを作成します。仮

想ネットワークを作成して仮想 ECU

や実在の ECUに接続するオプション

もあります。生成されたシステムモデ

ルでは、モデル信号の結合だけでなく

ネットワーク通信も考慮に入れること

ができます。ETAS ISOLAR-EVEなど

を用いて仮想 ECUをマイクロコント

ローラの抽象化レベルで統合すれば、

アプリケーションソフトウェアレベル

で統合した場合に比べてより正確なシ

ミュレーションが行えます。
■■ 実行時のプラットフォームとタイムフ

レーム（リアルタイムまたはシミュ

レーション用タイムスケール）に基づ

き、シミュレーションをMiL/SiL/HiL

環境用に設定します。
■■ ETASの実験環境を利用して実験を実

行します。
■■ XiL APIまたは標準の RESTインター

フェースによる自動化を行います。こ

れにより、継続的インテグレーション

環境で最先端のソフトウェア実装を行

うことができます。COSYMではサー

バー上にプロジェクトを作成すること

ができ、将来的にはそこで実験を行う

ことも可能になる見込みです。

最新のソフトウェアテクノロジーを応用

した COSYMでは、「サービス」と「ユー

ザーガイダンス」とが一貫して分離され

ています。定評のある RESTサービスイ

ンターフェースは、ユーザー独自のユー

ザーガイダンスや自動化処理に容易に統

合することができます。また COSYM

にはウェブベースのユーザーインター

フェースが標準装備されています。サー

ビス志向アーキテクチャを採用したプ

ラットフォームは、Eclipseなどのよう

な統合開発環境（IDE）に組み込むこと

が可能です。

市場への投入

COSYMのリリースは、パイロットプロ

ジェクトの一環として 3段階で行ってい

きます。まず第 1段階として、2017年

末には ETAS LABCAR HiLシステム用の

ものを発売する予定で、これにより HiL

テストを仮想環境（PC上など）にすべ

て移し替えることが可能になります。た

とえば LABCAR-MODELファミリのプ

ラントシミュレーションを移し替え、さ

らに実際の ECUを仮想 ECUやファンク

ションモデルに置き換えれば、システム

全体を仮想化することができます。

第 2段階として、2018年中頃までには

標準的なすべての車載バスの仮想ネット

ワークを統合可能にする予定です。さら

に、リアルタイムシミュレーションに代

わる「仮想タイムスケール」を COSYM

と LABCAR-MODELに導入する予定で、

HiLでのリアルタイムテストよりも高速

なテストが可能になります。

2018年中頃以降は、最後の第 3段階と

して、複雑なシステムの適合を仮想環境

で行うための基礎を築いていく予定で
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す。ここでは 2つの大きな目標があり

ます。第 1に実路走行排気（RDE）に関

するテストが可能になること、そして第

2に、路上試験時の測定データなどを利

用して、ADASや運転自動化アプリケー

ションの調整とテストが仮想環境で行え

るようになることです。

今後の展望

中期的には、COSYMプラットフォーム

を拡張し、高性能のサーバーインフラス

トラクチャ（自社運用のサーバーなど）

にも実装できるようにする予定です。多

量のデータを必要とする自動運転シス

テム開発をより的確にサポートする目的

でビッグデータソリューションの統合に

も重点を置いているので、膨大なデータ

セットの中からシミュレーションとの比

較や融合に適した測定データを迅速に選

び出すことが可能になります。
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ETAS COSYM ― システムの概要

*今後サポート予定
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